第 (だい)１回 (かい)当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト
日時 (にちじ)：平成 (へいせい)３１年 (ねん)４月 (がつ)１９日 (にち)（金 (きん)）１３：３０～１５：３０
場所 (ばしょ)：三重県 (みえけん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)福祉 (ふくし)センター　大研修室 (だいけんしゅうしつ)
参加者 (さんかしゃ)：プロジェクトメンバー　８名 (めい)
　　　　事務局 (じむきょく)　２名 (めい)

○会議 (かいぎ)の内容 (ないよう)
（１）思 (おも)いの共有 (きょうゆう)
自己 (じこ)紹介 (しょうかい)とメンバーそれぞれの「私 (わたし)の思 (おも)い」を皆 (みんな)で共有 (きょうゆう)
・年 (とし)を重 (かさ)ねるごとに気持 (きも)ちが落 (おち)ちやすくなり、気持 (きも)ちを上 (あげ)げるためにもプロジェクトに参加 (さんか)している。もっと多 (おお)くの人 (ひと)に参加 (さんか)してほしい。
・親戚 (しんせき)の子 (こ)どもたちの成長 (せいちょう)が楽 (たの)しみ。大学 (だいがく)の教授 (きょうじゅ)や、特別 (とくべつ)支援 (しえん)学校 (がっこう)の卒業生 (そつぎょうせい)と花見 (はなみ)に行 (い)き、交流 (こうりゅう)した。同世代 (どうせだい)との交流 (こうりゅう)ができてよかった。
・幼馴染 (おさななじみ)と花見 (はなみ)を楽 (たの)しみ、ゆったりした時間 (じかん)を過 (す)ごした。
・一人暮 (ひとりぐ)らしを始 (はじ)めてもうすぐ１年 (ねん)が経 (たつ)つ。チケットが取 (と)れたらコンサートや、野球 (やきゅう)観戦 (かんせん)に行 (い)きたい。自分 (じぶん)の所属 (しょぞく)以外 (いがい)の方 (かた)とも交流 (こうりゅう)したい。
・天皇 (てんのう)陛下 (へいか)を見 (み)に行 (い)った。乗 (の)っていた車 (くるま)が大 (おお)きいことに驚 (おどろ)いた。全国 (ぜんこく)から警備 (けいび)が来 (き)ていて、目的 (もくてき)はイケメン探 (さが)しだった。
・近鉄 (きんてつ)富田駅 (とみだえき)のトイレが、ボタンを押 (お)して駅員 (えきいん)さんを呼 (よば)ばないと鍵 (かぎ)が開 (ひら)かない。文字 (もじ)が書 (か)いてあるだけなので目 (め)の見 (み)えない人 (ひと)はどのようにして使 (つか)えばいいのか。
・東京 (とうきょう)での会議 (かいぎ)に出席 (しゅっせき)した。友人 (ゆうじん)のコンサートチケットを取 (と)る手伝 (てつだ)いをした。

（２）障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス事業所 (じぎょうしょ)等 (とう)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)について
新 (あたら)しく支援員 (しえんいん)や行政 (ぎょうせい)職員 (しょくいん)となった人 (ひと)を対象 (たいしょう)とした研修会 (けんしゅうかい)の内容 (ないよう)や参加者 (さんかしゃ)について話 (はな)し合 (あ)う
５月 (がつ)１２日 (にち)（日 (にち)）１３：００～１６：３０まで
（可能 (かのう)な方 (かた)は１０：００から）
場所 (ばしょ)：県庁 (けんちょう)講堂 (こうどう)
〇研修 (けんしゅう)で話 (はな)す内容 (ないよう)の例 (れい)
・障 (しょう)がいをもっている人 (ひと)と接 (せっ)するときの姿勢 (しせい)。
・ご自身 (じしん)の今 (いま)までについて。実体験 (じったいけん)をふまえて。
・思 (おも)いを支援者 (しえんしゃ)さんに伝 (つた)えたいが、伝 (つた)わらないというときの思 (おも)い。
・初 (はじ)めての方 (かた)、久 (ひさ)しぶりに復帰 (ふっき)される支援者 (しえんしゃ)さんに向 (むけ)けて。
・当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトが持 (も)っている地域 (ちいき)の声 (こえ)。
・支援者 (しえんしゃ)と本人 (ほんにん)の対話 (たいわ)が大切 (たいせつ)だということ。
・実際 (じっさい)の生活 (せいかつ)について。
[bookmark: _GoBack]・当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトの活動について。
・実家 (じっか)住 (ず)まいなので不自由 (ふじゆう)に感 (かん)じることはない⇔一人暮 (ひとりぐ)らしだと全部 (ぜんぶ)自分 (じぶん)ですることになるので不自由 (ふじゆう)を感 (かん)じることが多 (おお)い。
・当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトができたきっかけ。
・私 (わたし)たちの意見 (いけん)を聞 (き)いた支援者 (しえんしゃ)さんの意見 (いけん)を返 (かえ)してもらうことは大切 (たいせつ)だと思 (おも)う。
・「私 (わたし)たちの権利 (けんり)」は障 (しょう)がいのあるないに関 (かか)わらず関係 (かんけい)するということを行政 (ぎょうせい)職員 (しょくいん)、支援者 (しえんしゃ)さんに知 (し)ってほしい。

（３）昨年度 (さくねんど)の振 (ふ)り返 (かえ)りと、今後 (こんご)の当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトについて
今後 (こんご)の当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)の活動 (かつどう)について話 (はな)し合 (あ)い、計画 (けいかく)を立 (た)てる
・地域 (ちいき)の自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)について。
・当事者 (とうじしゃ)の思 (おも)いと、支援者 (しえんしゃ)の思 (おも)いを対話 (たいわ)を通 (つう)じて相互 (そうご)理解 (りかい)する。
・北勢 (ほくせい)、中勢 (ちゅうせい)、南勢 (なんせい)での交 (こう)流会 (りゅうかい)。
・自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)…市町 (しまち)ごとに設置 (せっち)されていない。
・自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)を聴 (き)きに行 (い)きたい…非公開 (ひこうかい)のところもあるので、調査 (ちょうさ)をかける際 (さい)にはそこも調 (しら)べてほしい。
・自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)についてのアンケート…当事者 (とうじしゃ)が参加 (さんか)していないというなら、どのように意見 (いけん)を聞 (き)いているのか市町 (しまち)から回答 (かいとう)が欲 (ほ)しい。

○次回の予定
・障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス事業所 (じぎょうしょ)職員 (しょくいん)等 (とう)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)　打 (う)ち合 (あ)わせ
平成 (へいせい)３１年 (ねん)４月 (がつ)２３日 (にち)　１５：００～１７：００
・第 (だい)２回 (かい)当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト
令和 (れいわ)元年 (がんねん)５月 (がつ)２３日 (にち)　１３：３０～１５：３０
